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Characteristics of support for patients’ families by ICU/CCU nurses 
who provide care using intuition
－From nurses’ approaches to families of patients with acute myocardial infarction－


































































































































































































































































































































男性 13（22.4％）  　2（18.2％） 11（23.4％）
女性 45（77.6％）  　9（81.8％） 36（76.6％）
年齢 平均（歳） 35.6 38.8 34.9
20代 12（20.7％）   0（0％） 12（25.5％）
30代 30（51.7％）       6（54.5％） 24（51.1％）
40代 14（24.1％）       4（36.4％） 10（21.3％）
50代以上 2（3.4％）      1（9.1％） 1（2.1％）
家族構成
同居している家族がいる 33（56.9％）      6（54.5％） 27（57.4％）
同居していない 25（43.1％）      5（45.5％） 20（42.6％）
臨床経験年数 平均±標準偏差（年） 13.5±7.48 17.7±7.51 12.5±7.24 NS
ICU/CCU経験年数　平均± 標準偏差（年） 7.0±4.45 8.7±4.71 6.6±4.56 NS
日本看護協会資格認定  10（17.2%）       3（27.3%）      7（14.9%） NS 0.957
専門看護師   3（5.2％）  0（0％）     3（6.4%） 0.741
認定看護師     7（12.1％）        3（27.3%）      4（8.5％） 2.957



















平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1 家族に受け持ちであることを伝え、自己紹介をしている 4.43 0.82 4.27 1.01 4.47 0.78 NS
2 家族が落ち着いて面会できる環境を考えて関わっている 4.34 0.58 4.73 0.47 4.26 0.57 0.013*
3 家族が寄り添うことのできる機会について、スタッフと話し合っている 3.56 0.98 4.00 1.18 3.47 0.91 NS
4 患者の状態に対する家族の情動的反応について医療チーム（スタッフ
間）に伝達している
4.09 0.63 4.45 0.69 4.00 0.59 0.021*
5 患者の全身状態、治療の反応状況に関連した家族のニーズの情報を収集
している
4.03 0.75 4.36 1.03 3.96 0.66 0.035*
6 患者とその家族に支援している医療チームについて説明している 3.21 0.99 3.82 0.87 3.06 0.96 0.020*
7 家族の状況や様相をみて、患者に関する最新情報を伝えている 4.29 0.68 4.55 0.52 4.23 0.70 NS
8 最善のケアが患者に提供されていることを家族に伝えている 3.86 0.71 3.91 0.94 3.85 0.66 NS
9 家族との会話の中で患者の名前を用いている 3.81 0.96 3.55 0.82 3.87 0.99 NS
10 家族の（情動的・身体的・心理社会的・スピリチュアルな）ニーズを
明らかにし、それらのニーズに見合ったケアを提供している
3.43 0.80 3.64 0.92 3.38 0.77 NS
11 患者の予後に対する家族の思いを聞き、心理的負担を明らかにしてい
る
3.74 0.69 4.18 0.60 3.64 0.67 0.019*
12 家族が現実的な希望を表出できるように関わっている 3.74 0.69 4.18 0.60 3.64 0.67 0.018*
13 家族の状況を考えて、家族を擁護している 3.91 0.54 4.18 0.60 3.85 0.51 NS
14 家族が期待していることについて情報収集している 3.86 0.66 4.00 0.63 3.83 0.67 NS
15 家族が面会時に見・聞き・嗅ぐ可能性のあることに関して事前に説明
をし、家族に心の準備ができるようにしている
3.48 1.00 3.36 0.92 3.51 1.02 NS
16 家族が関わることが可能な範囲を説明している 3.81 0.76 4.00 0.63 3.77 0.79 NS
17 家族の面会時は患者のベッドサイドに付き添っている 3.50 0.92 3.45 0.69 3.51 0.98 NS
18 治療やケア、医学専門用語/看護専門用語、治療効果への期待に関する
情報提供や説明を行っている
3.57 0.90 3.73 1.00 3.53 0.88 NS
19 家族の状況を考えて、ICU/CCU入退室時に家族に付き添っている 3.60 1.09 3.64 1.21 3.60 1.08 NS
20 家族のICU/CCU入室時、家族が安心するようにスタッフが近くにいる
ことを伝えている
4.10 0.81 4.27 0.90 4.06 0.79 NS
21 スタッフから依頼があった場合、ベッドサイドから離れる家族に付き
添っている
3.50 0.98 3.82 0.87 3.43 0.99 NS
22 患者の移送時に、家族の質問を受けたり、家族が患者に会ったり、触
れたり、話せたりする機会を提供している
3.93 0.81 4.27 0.65 3.85 0.83 NS
23 必要な場合、家族を電話で呼び出すことができるように連絡先を確認
している
4.83 0.38 4.91 0.30 4.81 0.40 NS
24 家族に安楽なケアを提供している 3.53 0.94 3.82 0.87 3.47 0.95 NS
25 家族に対するスタッフ及び自分自身の情動的ニーズについてスタッフ
間で話し合っている
3.43 0.75 3.82 0.60 3.34 0.76 NS
26 家族の危機的状況の振り返りや緊張緩和について援助している 3.50 1.03 4.00 0.77 3.38 1.05 NS
27 必要な場合、計画的な間隔で家族の死別フォローアップに参加し、調
整している
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